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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する四半期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 102,301 △4.4 16,980 23.8 11,387 32.2

2021年3月期第3四半期 107,073 △1.8 13,707 △24.9 8,609 △27.8

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　8,238百万円 （△76.9％） 2021年3月期第3四半期　　35,789百万円 （150.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 249.66 248.84

2021年3月期第3四半期 188.48 187.46

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 10,406,268 454,084 4.3

2021年3月期 9,706,533 453,845 4.4

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 449,083百万円 2021年3月期 434,673百万円

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。

　　　なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 60.00 ― 60.00 120.00

2022年3月期 ― 60.00 ―

2022年3月期（予想） 60.00 120.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,600 23.4 14,000 29.6 308.34

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、P．7「2．（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 45,942,978 株 2021年3月期 45,942,978 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 538,897 株 2021年3月期 236,005 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 45,613,333 株 2021年3月期3Q 45,680,029 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１ ．【当四半期決算に関する定性的情報】 

 

(１) 【経営成績に関する説明】 

当第3四半期連結累計期間の損益状況につきましては、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、株式等売却益の減少等により前年同期比47億72百万円減少し、1,023億1百万円となりました。 

経常費用は、営業経費の減少等により、前年同期比80億46百万円減少し、853億20百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比32億73百万円増加し、169億80百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

四半期純利益は前年同期比27億77百万円増加し、113億87百万円となりました。 

 

(２) 【財政状態に関する説明】 

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比6,997億円増加し、10兆4,062億円となりました。また、純

資産は前連結会計年度末比2億円増加し、4,540億円となりました。 

主要勘定の残高につきましては、預金は前連結会計年度末比646億円増加し、8兆1,780億円となりました。また、譲渡性預

金は前連結会計年度末比782億円増加し、1,551億円となりました。 

貸出金は前連結会計年度末比1,433億円増加し、5兆808億円となりました。 

有価証券は前連結会計年度末比1,037億円増加し、2兆5,548億円となりました。 

 

(３) 【連結業績予想などの将来予測情報に関する説明】 

通期の業績予想につきましては、当第3四半期連結累計期間の業績等を踏まえ、2021年5月14日に公表した数値から修

正をしており、経常利益は216億円、親会社株主に帰属する当期純利益は140億円を見込んでおります。 

なお、上記の業績予想は、本資料の発表時において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様

々な要因によって上記予想数値と異なる結果となることがあります。 

詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．【四半期連結財務諸表及び主な注記】

（１）【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

現金預け金 2,055,703 2,484,876

買入金銭債権 13,080 12,481

商品有価証券 3,234 3,048

有価証券 2,451,146 2,554,856

貸出金 4,937,462 5,080,838

外国為替 16,802 16,648

その他資産 147,069 176,884

有形固定資産 57,864 57,181

無形固定資産 17,246 14,584

退職給付に係る資産 11,584 12,412

繰延税金資産 1,167 1,222

支払承諾見返 18,614 18,522

貸倒引当金 △24,443 △27,288

資産の部合計 9,706,533 10,406,268

負債の部

預金 8,113,424 8,178,069

譲渡性預金 76,876 155,151

売現先勘定 111,132 70,559

債券貸借取引受入担保金 188,425 259,319

借用金 663,603 1,174,357

外国為替 186 191

信託勘定借 202 333

その他負債 62,599 81,129

賞与引当金 2,682 125

役員賞与引当金 127 －

株式報酬引当金 － 503

退職給付に係る負債 694 662

役員退職慰労引当金 41 32

睡眠預金払戻損失引当金 1,831 1,515

システム解約損失引当金 12 －

偶発損失引当金 1,401 1,473

特別法上の引当金 15 16

繰延税金負債 5,646 5,055

再評価に係る繰延税金負債 5,169 5,163

支払承諾 18,614 18,522

負債の部合計 9,252,687 9,952,183
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

資本金 30,000 30,000

資本剰余金 87,665 98,865

利益剰余金 271,627 277,417

自己株式 △808 △1,565

株主資本合計 388,485 404,717

その他有価証券評価差額金 39,948 39,076

繰延ヘッジ損益 △4,452 △5,152

土地再評価差額金 6,266 6,252

退職給付に係る調整累計額 4,426 4,189

その他の包括利益累計額合計 46,188 44,365

新株予約権 692 －

非支配株主持分 18,479 5,000

純資産の部合計 453,845 454,084

負債及び純資産の部合計 9,706,533 10,406,268
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

経常収益 107,073 102,301

資金運用収益 48,992 47,845

（うち貸出金利息） 34,718 34,334

（うち有価証券利息配当金） 13,833 12,788

信託報酬 1 2

役務取引等収益 20,446 21,224

その他業務収益 24,889 25,361

その他経常収益 12,744 7,867

経常費用 93,366 85,320

資金調達費用 2,487 1,726

（うち預金利息） 592 376

役務取引等費用 6,588 6,307

その他業務費用 20,406 18,615

営業経費 53,835 48,998

その他経常費用 10,049 9,672

経常利益 13,707 16,980

特別利益 0 418

固定資産処分益 0 －

新株予約権戻入益 － 418

特別損失 156 547

固定資産処分損 136 46

減損損失 19 73

金融商品取引責任準備金繰入額 0 1

株式報酬引当金繰入額 － 427

税金等調整前四半期純利益 13,551 16,852

法人税、住民税及び事業税 4,975 4,938

法人税等調整額 △512 208

法人税等合計 4,462 5,146

四半期純利益 9,088 11,705

非支配株主に帰属する四半期純利益 478 317

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,609 11,387
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 9,088 11,705

その他の包括利益 26,700 △3,466

その他有価証券評価差額金 18,426 △2,530

繰延ヘッジ損益 6,241 △700

退職給付に係る調整額 2,032 △236

四半期包括利益 35,789 8,238

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,096 9,579

非支配株主に係る四半期包括利益 692 △1,340
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（３）  【四半期連結財務諸表に関する注記事項】 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （会計方針の変更） 

＜収益認識に関する会計基準等の適用＞ 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第1四半期

連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。 

 

＜時価の算定に関する会計基準＞ 

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。)等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第8項に従いデリバティブ取引の時価算定における時価調整手法につ

いて、市場で取引されるデリバティブ等から推計される観察可能なインプットを最大限利用する手法へと見直ししております。

当該見直しは時価算定会計基準等の適用に伴うものであり、当社は、時価算定会計基準第20項また書きに定める経過措置

に従い、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に反映しております。 

この結果、当第3四半期連結累計期間の期首の利益剰余金が121百万円減少、その他資産が32百万円増加、その他負債

が207百万円増加、繰延税金資産が53百万円増加、1株当たり純資産が2円66銭減少しております。 

また、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44-2項に定

める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしまし

た。これにより、地震デリバティブについては、従来、時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品として取得価額

をもって四半期連結貸借対照表価額としておりましたが、第1四半期連結会計期間末よりコスト・アプローチを用いて算定した

時価をもって四半期連結貸借対照表価額としております。 

 

（追加情報） 

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞ 

国内における新型コロナウイルス感染症の感染者数は、オミクロン株の感染拡大の影響をうけ 2022 年 1 月以降急増してお

り、当社グループの主要な営業基盤である新潟県内においても「まん延防止等重点措置」が適用されるなど、社会経済活動

への影響は今後も一定期間継続するものと想定しております。 

一部の貸出先については、業績や資金繰りの悪化等の影響を受けており、貸倒等の損失が発生しておりますが、足元の

業績悪化の状況を可能な限り速やかに債務者区分判定に勘案する態勢としているほか、各種経済対策などによる信用悪化

の抑制効果も見込まれることから、貸倒引当金の見積方法の変更等は実施しておりません。 

ただし、今後の感染状況や収束時期等には多くの不確実性を含んでおり、追加的な損失発生などにより連結財務諸表に

影響を与える可能性があります。 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響に関する仮定について、前連結会計年度の有価証券報告書における「重要な会

計上の見積り」に記載した内容から重要な変更はありません。 

 

＜信託を活用した株式報酬制度の導入＞ 

1．取引の概要 

当社は、当社の監査等委員でない取締役（社外取締役および国内非居住者を除く。）および当社の連結子会社である株

式会社第四北越銀行の監査等委員でない取締役（社外取締役および国内非居住者を除く。）および執行役員（国内非居住

者を除く。当社の監査等委員でない取締役、株式会社第四北越銀行の監査等委員でない取締役および執行役員を併せて、

以下「対象取締役等」という。）を対象に、当社株式の交付を行う信託型株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入しており

ます。 

本制度の導入は、2021 年 6 月に改訂されたコーポレートガバナンス・コードや、2021 年 3 月に施行された改正会社法の趣

旨を踏まえ、対象取締役等の報酬と当社の株式価値との連動性をより明確にし、当社グループの経営理念の実践や中期経

営計画の実現による持続的な成長に向けた健全なインセンティブとして機能させることを目的としています。 

本制度は、対象取締役等のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社の株主総会決議で承認を受けた範囲内の

金銭に、株式会社第四北越銀行から同行の株主総会決議での承認を経て拠出された金銭を合わせて信託を設定し、当該

信託は信託された金銭を原資として当社株式を株式市場から取得します。 

信託期間中、予め定める株式交付規程に従い、受益者は一定のポイントの付与を受けた上で、退任時にかかるポイント数

の 50%に相当する数の当社株式（単元未満株式は切上げ）について交付を受け、残りの当社株式については、本信託内で換

価処分した換価処分金相当額の金銭の給付を受けるものとします。 
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2．信託が保有する当社株式 

信託が保有する当社株式の帳簿価額及び株式数は、当第3四半期連結会計期間末において1,083百万円、398千株で

あり、純資産の部に自己株式として計上しております。 

 

（企業結合等関係） 

   ＜共通支配下の取引等＞ 

当社は、2021年10月1日付で当社の連結子会社である第四リース株式会社、株式会社ホクギン経済研究所の株式を、完

全子会社である株式会社第四北越銀行からの現物配当及び非支配株主からの株式取得により、当社グループ内の持分比

率を100％に引き上げ、当社の完全子会社としております。 

  また同日付で当社の連結子会社であるだいし経営コンサルティング株式会社の株式を、完全子会社である株式会社第四

北越銀行及び第四リース株式会社からの現物配当により取得し、当社の完全子会社としております。 

  当該株式取得の概要は以下のとおりであります。 

 

1．現物配当による子会社株式の取得 

(1)取引の概要 

   ①結合当事企業の名称及びその事業内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

第四リース株式会社 リース業 

株式会社ホクギン経済研究所 経済・社会に関する調査研究・情報提供業務 

だいし経営コンサルティング株式会社 ベンチャーキャピタル・コンサルティング業務 

   ②企業結合日 

   2021年10月1日 

   ③企業結合の法的形式 

   連結子会社からの現物配当 

   ④結合後企業の名称 

  結合前当事企業の名称 結合後当事企業の名称 

第四リース株式会社 第四北越リース株式会社 

株式会社ホクギン経済研究所 第四北越リサーチ＆コンサルティング株式会社 

だいし経営コンサルティング株式会社 第四北越キャピタルパートナーズ株式会社 

   ⑤その他取引の概要に関する事項 

    グループ会社の再編等による事業の深化と規制緩和等を踏まえた新たな事業領域の探索を図るとともに、グループ会社

機能の最大限の活用とグループ内連携の強化によって、地域経済への一層の貢献と当社連結利益の最大化を実現するこ

とを目的とするものです。 

 

 (2)実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 2019 年 1 月 16 日）に基づき、共通支配下の取引等として処理し

ております。 

 

2．当社による子会社株式の取得 

(1)取引の概要 

   ①結合当事企業の名称及びその事業内容 

結合当事企業の名称 事業の内容 

第四リース株式会社 リース業 

株式会社ホクギン経済研究所 経済・社会に関する調査研究・情報提供業務 

   ②企業結合日 

   2021年10月1日 

   ③企業結合の法的形式 

   非支配株主からの株式取得 

   ④結合後企業の名称 

  結合前当事企業の名称 結合後当事企業の名称 

第四リース株式会社 第四北越リース株式会社 

株式会社ホクギン経済研究所 第四北越リサーチ＆コンサルティング株式会社 

   ⑤その他取引の概要に関する事項 

   本株式取得の目的については、上記１．(1)⑤「その他取引の概要に関する事項」に記載のとおりであります。 
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(2)実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年1月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計

基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 2019 年 1 月 16 日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支

配株主との取引として処理しております。 

 

(3)子会社株式の追加取得に関する事項 

  ①第四リース株式会社 

    取得の対価  現金預け金 2,309百万円  

    取得原価             2,309百万円 

  ②株式会社ホクギン経済研究所 

      取得の対価  現金預け金   42百万円 

    取得原価               42百万円 

 

(4)非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項 

  ①資本剰余金の主な変動要因 

    子会社株式の追加取得 

  ②非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

    11,257百万円 

 



㈱第四北越フィナンシャルグループ（7327） 2022年3月期 第3四半期決算短信

2022年3月期 第3四半期決算説明資料



㈱第四北越フィナンシャルグループ（7327） 2022年3月期 第3四半期決算短信

【   目   次   】
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　（注）  １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

　　　　　２．前年同期比、2020年12月末比欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。

　　　　　３．自己資本比率につきましては現在算出中につき確定次第、開示致します。

　・2021年3月期の計数

【計数の表示方法について】

　　2021年1月1日付で、当社の完全子会社である第四銀行及び北越銀行は、第四銀行を存続会社、北越銀行

　を消滅会社として合併を行い、商号を第四北越銀行に変更しております。

　　本決算説明資料における「第四北越銀行　単体」の計数につきましては、各項目の適正な期間比較を行う

　・2021年3月期第3四半期、2020年12月末の計数

　観点から、下記のルールに則り算出した計数を記載しております。

　・2022年3月期第3四半期、2021年12月末、2021年9月末の計数

　　第四北越銀行の計数

　　2020年4月～12月の第四銀行及び北越銀行の計数と、2021年1月以降の第四北越銀行の計数を単純合算

　　第四銀行及び北越銀行の計数を単純合算
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１．損益の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:百万円)

2022年3月期 2021年3月期 (参考)

第3四半期 前年同期比 第3四半期 2021年3月期

1 67,784 2,937 64,847 84,918

 資金利益 2 46,119 △386 46,505 60,516

 役務取引等利益 3 14,919 1,061 13,858 19,914

 その他業務利益 4 6,745 2,263 4,482 4,486

5 48,998 △4,837 53,835 71,960

6 5,893 821 5,072 5,044

 貸出金償却 7 1,581 894 687 1,906

 個別貸倒引当金繰入額 8 2,048 △1,586 3,634 1,770

 一般貸倒引当金繰入額 9 1,408 827 581 1,053

 延滞債権等売却損 10 653 649 4 4

 その他 11 202 38 164 309

12 ― ― ― ―

 営業経費

 貸倒償却引当費用

貸倒引当金戻入益

 連結粗利益

○連結粗利益…資金利益が３億円減益となったものの、役務取引等利益が１０億円、その他業務利益が２２億円

それぞれ増益となったことから、前年同期比２９億円増益の６７７億円となりました。

○経常利益…貸倒償却引当費用が８億円増加し、株式等関係損益が４１億円減少したものの、連結粗利益の増益に

加え、営業経費が４８億円減少したこと等により、前年同期比３２億円増益の１６９億円となりました。

○親会社株主に帰属する四半期純利益…法人税等税金関係費用が６億円増加し、前年同期比２７億円増益の

１１３億円となりました。

1

12 ― ― ― ―

13 326 △402 728 996

14 3,325 △4,176 7,501 9,768

15 437 899 △462 △1,177

【216億円】16 16,980 3,273 13,707 17,500

17 △128 27 △155 220

18 16,852 3,301 13,551 17,721

19 4,938 △37 4,975 5,951

20 208 720 △512 327

21 11,705 2,617 9,088 11,441

22 317 △161 478 646

【140億円】23 11,387 2,778 8,609 10,795

（注）【　】は2022年3月期予想値（2022年1月28日修正公表値）

（参考） (単位:百万円)

24 17,137 5,756 11,381 13,265

（注）連結業務純益＝第四北越銀行業務純益＋その他の会社の業務純益＋関連会社業務純益×持分－内部取引

　　　　　　　　　　

 償却債権取立益

 貸倒引当金戻入益

 株式等関係損益

 その他

 非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益

 連結業務純益

 経常利益

 特別損益

 税金等調整前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

 四半期(当期)純利益

1
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（２）第四北越銀行　単体

(単位:百万円)

2022年3月期 2021年3月期  (参考)

第3四半期 前年同期比 第3四半期 2021年3月期

1 59,715 471 59,244 76,473

2 (62,296) (1,302) (60,994) (81,229)

 資金利益 3 47,200 △1,004 48,204 62,311

うち投資信託解約損益 4 ― ― ― ―

 役務取引等利益 5 9,788 199 9,589 14,516

 その他業務利益 6 2,726 1,276 1,450 △354

うち国債等債券損益 7 △2,581 △831 △1,750 △4,756

8 45,286 △4,230 49,516 65,956

 うち人件費 9 23,695 △286 23,981 32,115

うち物件費 10 19 025 △3 272 22 297 29 267

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 経費（除く臨時処理分）

○業務粗利益は、前年同期比４億円増益の５９７億円となりました。

・資金利益は、円建債券の利回り低下等による有価証券利息配当金の減少を主因に前年同期比１０億円減益の４７２億円

となりました。

・役務取引等利益は、保険窓口販売や投資信託関連手数料等の資産運用アドバイス収益および事業承継やＭ＆Ａ手数料等

の金融ソリューション収益の増加等を主因に前年同期比１億円増益の９７億円となりました。

・その他業務利益は、お客様の為替リスクや金利リスクのヘッジを目的としたデリバティブ収益の増加を主因に

前年同期比１２億円増益の２７億円となりました。

○実質業務純益は、業務粗利益の増益に加え、銀行合併に伴うコストシナジーの発揮により経費が４２億円減少したこと

から前年同期比４７億円増益の１４４億円となり、国債等債券損益を控除したコア業務純益は前年同期比５５億円

増益の１７０億円となりました。

○経常利益は、株式等関係損益が株式等売却益の減少等により５４億円減少し、ネット信用コストが１２億円増加した

結果、前年同期比２億円増益の１３１億円となりました。

○四半期純利益は、前年同期比２億円増益の９２億円となりました。

2

 うち物件費 10 19,025 △3,272 22,297 29,267

11 14,428 4,700 9,728 10,516

（コア業務純益） 【215億円】12 (17,010) (5,532) (11,478) (15,273)

（コア業務純益（除く投資信託解約損益）） 13 (17,010) (5,532) (11,478) (15,273)

14 1,369 776 593 1,184

15 13,059 3,925 9,134 9,331

16 76 △3,671 3,747 5,459

 うち不良債権処理額② 17 4,053 4 4,049 3,658

（貸倒償却引当費用①＋②） 18 (5,423) (780) (4,643) (4,843)

 うち貸倒引当金戻入益 19 ― ― ― ―

 うち偶発損失引当金戻入益 20 ― △49 49 50

 うち償却債権取立益 21 319 △403 722 988

 うち株式等関係損益 22 3,237 △5,404 8,641 10,890

【169億円】23 13,136 254 12,882 14,791

24 △150 2 △152 239

 うち固定資産処分損益 25 △45 92 △137 △284

 うち減損損失 26 61 46 15 514

27 12,985 256 12,729 15,031

28 3,363 △530 3,893 4,236

29 331 515 △184 643

【113億円】30 9,290 270 9,020 10,150

（参考）

 ネット信用コスト 14＋17－19－20－21 31 5,103 1,232 3,871 3,804

（注）【　】は2022年3月期予想値（2022年1月28日修正公表値）

 業務純益

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額①

 四半期(当期)純利益

 臨時損益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

2
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２．金融再生法開示債権

第四北越銀行　単体

　 (単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年12月末比

55 △ 8 63 66

破綻先債権 18 0 18 18

実質破綻先債権 36 △ 9 45 48

1,015 192 823 946

47 △ 4 51 47

1,118 179 939 1,060

51,419 999 50,420 50,884

52,537 1,178 51,359 51,945

2.12% 0.30% 1.82% 2.04%

2021年9月末

正常債権

債権額合計 （Ｂ）

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

要管理債権

小計 （Ａ）

2021年12月末 2020年12月末

破産更生等債権

危険債権

○不良債権額は前年同期比１７９億円増加し、１，１１８億円となり、不良債権比率も０．３０％上昇の

２．１２％となりました。

○破産更生等債権は８億円、要管理債権は４億円それぞれ減少したものの、危険債権は１９２億円増加しました。

３．有価証券の状況

○第四北越フィナンシャルグループ 連結

有価証券の評価差額は５６２億円の含み益となりました。

○第四北越銀行 単体

有価証券の評価差額は６１７億円の含み益となりました。

3

３．有価証券の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年12月末 2020年12月末 2021年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

17 0 0 0 407 2 2 0 17 0 0 0

25,454 562 787 225 24,032 587 917 330 25,126 630 837 207

1,373 428 463 34 1,368 424 494 69 1,414 481 510 29

15,495 25 78 53 14,663 71 115 43 15,086 37 85 47

8,584 108 245 137 8,000 90 307 216 8,625 111 241 130

うち外国証券 4,101 92 122 29 4,084 228 229 1 4,142 132 148 16

（２）第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年12月末 2020年12月末 2021年9月末
貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

17 0 0 0 407 2 2 0 17 0 0 0

25,335 617 847 229 23,910 617 952 334 25,000 663 876 213

1,254 470 496 25 1,246 444 500 55 1,288 497 519 21

15,495 45 98 53 14,663 93 136 43 15,086 60 108 47

8,584 101 252 151 8,000 79 315 236 8,625 104 248 144

うち外国証券 4,101 94 124 29 4,084 231 232 1 4,142 134 150 16

 その他

 株式

 債券

 その他有価証券

 その他

 満期保有目的

 満期保有目的

 その他有価証券

 株式

 債券

○第四北越フィナンシャルグループ 連結

有価証券の評価差額は５６２億円の含み益となりました。

○第四北越銀行 単体

有価証券の評価差額は６１７億円の含み益となりました。
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４．預金等、貸出金残高

第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年12月末比

51,010 1,283 49,727 50,393

 県内事業性貸出残高 17,699 △ 538 18,237 17,421

 うち中小企業向け貸出残高 14,796 △ 547 15,343 14,584

 県外事業性貸出残高 10,285 1,075 9,210 9,910

 うち中小企業向け貸出残高 4,515 431 4,084 4,342

 消費性貸出残高 13,782 344 13,438 13,670

 公金貸出残高 9,242 402 8,840 9,390

83,719 2,647 81,072 82,117

 うち県内預金等残高 81,899 2,545 79,354 80,401

 うち個人預金等残高 55,689 1,985 53,704 54,437

  （注）預金等残高＝預金＋譲渡性預金

５．投資信託･公共債等預かり資産残高

2021年9月末2021年12月末

 貸出金残高

 預金等残高

2020年12月末

○貸出金残高は、前年の新型コロナウイルス対応支援の反動により県内事業性貸出が減少したものの、

県外事業性貸出が増加したほか、消費性貸出や公金貸出が増加したことなどから、全体では前年同期比

１，２８３億円増加し、５兆１，０１０億円となりました。

○譲渡性預金を含めた預金等残高は、前年同期比２，６４７億円増加し、８兆３，７１９億円となりました。
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第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2020年12月末比

 預かり資産残高 8,407 470 7,937 8,275

 投資信託 1,872 192 1,680 1,817

 公共債 805 △ 69 874 832

 保険 5,729 346 5,383 5,625

（注）保険残高については、子銀行の合併に伴い算出方法を統一したため、過年度との比較の観点から、

　　　過去に遡り変更した計数との比較を記載しております。

以　上

2021年12月末 2020年12月末 2021年9月末

○預かり資産残高は前年同期比４７０億円増加し、８，４０７億円となりました。

公共債が６９億円減少したものの、投資信託が１９２億円、保険が３４６億円それぞれ増加いたしました。
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